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01　敷地の歴史 ― かつて、ここには森があった 02　生物保全の取り組み 03　植物の選定 ― 生態系のネットワークに参加する

1973年、敷地のある範囲は元々森であった。そこにはさまざま生物の居場所が
あっただろう。そして、府中世羅三和線開通、山田川ダム建設にともなう人造湖
建設を通して、その畑は無くなり、この敷地が完成した。そしてまた、人間のた
めのスノーステーションをこの地に建てようとしている。人間の生活のために必
要な建築であるが、ほかの生物のことも含めて考えることはできないだろうか。

貴重で、多様な生物が世羅町では観測できる。
絶滅危惧種であるヒョウモンモドキ、コウノトリ
などの居場所を積極的につくるなど、世羅町では
生物を保全するためのさまざまな取り組みを行っ
ている。世羅町の人々にとって生物の場所を考え
ることは、関心の高いことであると考える。

05　アイソメトリック ― 容易な維持管理と構造計画

内部の大スパンに対応するため、外殻構造を採用
する。
鉄構造で格子壁をつくり、市松模様状に CLT耐
震パネルを設けることで、耐震化をはかる。

鳥、蝶、植物、そして人間のための巣
せら夢公園

世羅高原農場
花夢の里

敷地

営巣した電柱

世羅町

生態系の一部としてのスノーステーションは考えられないだろうか。

人間以外の環境を奪って造られたこの敷地で、人間と生物の環境を同時に考えたい。

これは、多様な生き物の居場所となり、世羅に住む人の心の拠り所になるであろう。

001

平面図　1:300

雨水の利用

構造計画

4種類の巣

屋根面の手摺の部分から、雨水・雪解け水を取り込み、鎖樋を通して、
GLまで流す。
巣に植えられた植物には、水あげをする必要はなく、雨水・雪解け水を
利用することで維持管理を容易としている。

建物の外側には、植物、蝶、鳥のための居場
所を設ける。4種類の巣を用意し、ランダ
ムに配置する。

鳥の巣になる 移動のハブになる

植物、蝶の巣になる 繁栄の場になる

鳥の種類
・メジロ
・スズメ
・ホオジロ
・ヒバリ
・シジュウカラ
・ブッポウソウ（絶滅危惧種）

蝶の種類
・コチャバネセセリ
・ヒメウラナミジャノメ
・コジャノメ
・ナミヒカゲ
・ウラギンヒョウモン
・クロアゲハ
・オナガアゲハ
・ヒョウモンモドキ（絶滅危惧種）

敷地調査に行った際、敷地周辺で観測できた鳥、蝶のなかで、生物同士の相性などを考慮し、6種類の鳥、8種類の蝶を決め、
それらの 2~3年の誘致目標として、冬に強い植物を選定した。また、生物多様性の持続性のために絶滅危惧種も選定した。

植物の種類
・おかめさくら
・マユミ
・ススキ
・イロハモミジ
・ガマズミ

・クマザサ
・ヒメジョオン
・アサボソ
・ネザサ
・スミレ
・アザミ
・エゴノキ
・ツツジ
・ノアゼミ
・キセルアザミ

選定

観測できた生物
・メジロ
・スズメ
・モズ
・ホオジロ
・ツバメ
・ヒバリ
・シジュウカラ
・ヤマセミ
・コチャバネセセリ
・メスグロヒョウモン
・ヒメウラナミジャノメ
・ヒメキマダラセセリ
・コジャノメ
・ナミヒカゲ
・ウラギンヒョウモン
・クロアゲハ
・オナガアゲハ

A-Aʼ　断面パース　1:40

立面図　1:200

屋上平面図　1:300

04　植栽計画
選定した植栽は、4方向の壁面、また屋上に配置する。
飛行高さに応じて、上に向かって、蝶のための植物、
鳥のための植物を配置する。
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散布車

床面積 : 188.7m²
工事費 : 
構造・躯体 : 22,000,000 円
屋根 : 6,000,000 円
外壁・外格子 : 12,000,000 円
基礎・地業 : 4,000,000 円
外構・植栽 : 3,000,000 円
現場管理 : 2,000,000 円
内装小物・巣 : 1,000,000 円
仕様・予備 : 4,000,000 円
設計監理・諸手続 : 5,900,000 円
予備費（C） : 4,720,000 円
総合計 : 64,620,000 円

出庫軌跡図

入庫軌跡図

1973 2025

山田川ダム

府中世羅三和線

敷地位置

鳥のための
植物

蝶のための
植物

多様な生き物がやってくる 道のランドマークとなる 梯子を登り、屋上へ出る


